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研究成果の概要（和文）：中米グアテマラ共和国に立地する、マヤ文明のセイバル遺跡の神殿ピラミッド跡や王宮など
の建造物跡とその周囲の広範な発掘区の層位的発掘調査及び出土遺物の分析を行った。その結果、マヤ文明の公共祭祀
建築と公共広場は、従来の学説より少なくとも200年早く、前1000年頃に建設されたことが明らかになり、10世紀に至
る建造物の増改築を確認した。研究成果を2013年に米国の科学誌『サイエンス』に発表し、マヤの人々は、地域間ネッ
トワークに参加して遠隔地から重要な物資を搬入するだけでなく、観念や美術・建築様式などの知識を取捨選択して、
マヤ文明を築き上げていった、という新しい学説を提唱した。

研究成果の概要（英文）：We carried out archaeological investigations on the rise and fall of Maya civiliza
tion by means of stratigraphic excavations and artifact analysis from Ceibal, Guatemala. Our excavations d
ocumented the growth of a formal ceremonial space into a plaza-pyramid complex beginning around 1000 BC th
at predated comparable buildings at other lowland Maya sites and major occupations at the Olmec center of 
La Venta. The development of lowland Maya civilization did not result from one-directional influence from 
La Venta, but from interregional interactions, involving groups in the southwestern Maya lowlands, Chiapas
, the Pacific Coast, and the southern Gulf Coast.
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１．研究開始当初の背景 
マヤ文明の政治経済組織の通時的変化、と
りわけマヤ文明が形成された先古典期（前
1000～後 250 年）についてはまだあまり良く
わかっていない。その要因として、従来の調
査・研究がマヤ文字の刻まれた石造彫刻が顕
著な古典期（250～1000 年）に偏りがちであ
ったこと及び神殿ピラミッドや住居などの建
造物跡とその周囲の広範な発掘区の層位的発
掘調査及びそうした層位的発掘調査で収集さ
れた石器をはじめとする多種多様な出土遺物
に関する基礎的かつ実証的な研究が不足して
いることなどが挙げられる。セイバル遺跡は、
先古典期中期（前 1000～前 400年）から古典
期終末期（後 800～1000年）の約 2000年にわ
たる政治経済組織の通時的研究、特に先古典
期中期におけるマヤ文明の起源及び王権や都
市の盛衰を研究する上で理想的な遺跡である。 
 
２．研究の目的 
中米グアテマラ共和国セイバル遺跡の神殿
ピラミッド跡や王宮などの建造物跡とその周
囲に広範な発掘区を設定して層位的発掘調査
を実施し、多様な出土遺物の詳細な分析を通
して、マヤ文明の政治経済組織の通時的変化
に関する基礎的研究を実施する。 
 
３．研究の方法 
マヤ文明の建造物跡とその周囲に広範な
発掘区を設定して地山の無遺物層まで層位
的に発掘し、土器、石器、その他の全ての出
土遺物を分析対象とする。マヤ文明の政治経
済組織の通時的変化に関連する多種多様な
基礎的かつ実証的な考古学データを互いに
検証しながら、学際的な研究を行う。 
 
４．研究成果 
グアテマラの熱帯雨林に立地するセイバル遺
跡の公共祭祀建築の神殿ピラミッド跡や基壇、
王宮などの住居跡とその周辺で広い発掘区域の
層位的発掘調査を実施し、全出土遺物の詳細な
分析を完了して、マヤ文明の政治経済組織の通
時的変化を検証した。本研究によって、セイバ
ルのマヤ文明は、従来の学説よりも少なくと
も 200年早く、前 1000年頃に起源することが
明らかになった。セイバルは、先古典期後期
（前 400～後 250年）に人口 1万人ほどの都市へ
と発展したが、5 世紀に一時的に衰退した。セイ
バルは、7 世紀に復興し、マヤ低地南部の多くの
都市が 9 世紀に衰退する一方で、セイバルはパ
シオン川流域で最大の都市として繁栄した。学
際的な研究の結果、セイバル王朝は複数の要因
（人口過剰、環境破壊、戦争など）の相互作用に
よって 10世紀に衰退したことが明らかになった。 
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